
平成 30 年 10 月 10 日 

厚生労働省審査解析室 

「6411-01、-011 医療（入院診療）」及び「6411-02、021 医療（入院外診療）」部門の 

推計について 

Ⅰ  概念・定義・範囲 

日本標準産業分類の小分類 831「病院」及び 832「一般診療所」における一般診療のうち、入院診

療、入院外診療、保健予防活動及び医療相談等の活動を範囲とする。  

なお、病院及び一般診療所内での歯科診療は「医療（歯科診療）」に含める。また、介護保険による

サービスは「介護（施設サービス）」、「介護（施設サービスを除く。）」に含める。

Ⅱ 推計資料 

１）国民医療費（厚生労働省）、２）医療費の動向（概算医療費データベース）（厚生労働省）、３）

経済センサス‐活動調査組替集計（総務省）、４）医療経済実態調査（医療機関等調査）（中央社会保

険医療協議会）、５）病院経営実態調査（全国公私病院連盟・日本病院会）、６）産業連関構造調査（医

療業・社会福祉事業等投入調査）（厚生労働省）、７）社会医療診療行為別統計（厚生労働省）、８）健

康保険・船員保険事業年報（厚生労働省）、９）国民健康保険事業年報（厚生労働省）、10）後期高齢

者医療事業年報（厚生労働省）、11）国家公務員共済組合事業統計年報（財務省）、12）地方公務員共

済組合等事業年報（総務省）、13）私学共済制度統計要覧（日本私立学校振興・共済事業団）、14）医

療保険に関する基礎資料（厚生労働省）、15）産業連関表（総務省） 

Ⅲ 推計方法 

(1) 国内生産額 医療（入院診療）：１６，７２６，５４９百万円 （※初期値） 

医療（入院外診療）：１６，１０８，９０２百万円 （※初期値） 

① 資料１による診療種別・制度別・70 歳未満及び 70 歳以上別の医療費について、資料２を用い

て上記区分毎に暦年換算した額を算出 

② ①で算出した額のうち、保険診療相当分（公害医療、労災保険及び自賠責を除く。）について、

資料２を用いて病院・診療所別に按分し医療機関毎に集計した額を算出 

③ ②で算出した額に、資料３により求めた保険診療収入と保険外診療収入の比率を用いて算出し

た保険外診療分を加算した額を、病院・診療所別に算出 

④ ③で算出した額を、資料４により求めた比率でそれぞれ入院、入院外及び歯科に按分

⑤ ④で算出した病院及び診療所の入院分、入院外分それぞれを合計し、国内生産額とする。

(2) 投入額

上記(1)により推計した生産額に、資料４～７により求めた構成比を乗じて大枠を推計し、資料

15 を参考に基本分類へ配分する。 ⇒ 別添資料参照 

(3) 産出額

① 上記(1)の①で算出したもののうち、入院診療、入院外診療それぞれの医療給付分を全て中央

政府個別的消費支出へ配分する。 

② 上記(1)の①で算出したもののうち、療養費等の医療給付分にも一般診療分が含まれることか

ら、資料８～14 による療養費・移送費の内訳を使用して一般診療分を抽出し、資料２により求め

た比率を用いて按分した入院診療分、入院外診療分それぞれを中央政府個別的消費支出に配分す

る。 

③ 国内生産額から①②を除いた残額は、資料 15 を参考に主に家計消費支出へ配分する。
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